
西秋川衛生組合ごみ処理施設維持管理状況報告書に係る計画 

１ 焼却施設の概要 

  施 設 の 名 称 ： 西秋川衛生組合ごみ処理施設（焼却施設） 

  設 置 場 所 ： あきる野市高尾５２１番地 

  使 用 開 始 ： 平成２６年４月１日 

  炉形式・運転形式 ： 流動床式ガス化溶融炉 

  処 理 能 力 ： １１７ｔ／日（５８．５ｔ／日×２炉） 

  炉 床 面 積 ： ２．５㎡／炉 

  補助燃料の種類 ： 灯油 

  ごみの低位発熱量 ： １，１７０～２，６５０ＫＣａｌ／ｋｇ 

  ガ ス 化 炉 温 度 ： ５００～６００℃ 

  溶 融 炉 温 度 ： １，２００～１，３５０℃ 

  溶融後二次空気室温度 ： ８００～９５０℃ 

  一般廃棄物の種類 ： 都市ごみ 

  ガ ス 処 理 方 式 ： バグフィルタ、触媒反応塔 

   

２ 維持管理情報に係る計画 

  測定項目及び測定頻度等については、次のとおりとする。 

  なお、維持管理の情報については、測定結果の得られた日の翌月の末日に公表する。 

 ① 焼却した一般廃棄物の種類、数量 

・ 数量については、焼却クレーン荷重計により計測したものとする。 

・ 数量は、１か月分を集計し、毎月報告する。 

 ② 燃焼室中の燃焼ガス温度 

・ 測定位置は、溶融炉燃焼温度を計測する。 

・ 維持管理上の基準値を８００℃以上とし、運転管理温度は１，２００～１，３５０℃に設 

定する。 

・ 測定温度は、連続測定した数値（立上げ、立下げ日等を除く）から月平均を算出し、毎月 

報告する。 

 ③ バグフィルタに流入する燃焼ガス温度 

・ 燃焼ガス温度は、排ガス測定中の煙道温度 

・ 測定位置は、バグフィルタ入口にて計測する。 

・ 維持管理上の基準値は、おおむね２００℃以下とする。 

・ 測定温度は、連続測定した数値（立上げ、立下げ日等を除く）から月平均を算出し、毎月 

報告する。 

 ④ 煙突から排出される排ガス中の一酸化炭素の濃度 

・ 測定位置は、触媒反応塔出口にて計測する。 

・ 維持管理上の基準値は、１時間平均１００ｐｐｍ以下、４時間平均３０ｐｐｍ以下とする。 

裏面につづく 

 



・ 測定結果は、連続測定した数値（立上げ、立下げ日等を除く）から月平均を算出し、毎月 

報告する。 

なお、測定結果は、酸素濃度１２％換算値とする。 

 ⑤ 冷却設備及び排ガス処理設備に堆積したばいじんの除去 

・ ばいじんの除去については、ごみ焼却施設の定期清掃時に実施する。 

・ 除去回数は、１号系及び２号系の炉ごとにそれぞれ、年に１回、実施する。 

 ⑥ 煙突から排出される排ガス中のダイオキシンの濃度 

・ 測定位置は、１号系及び２号系の煙突中間部で、計測する。 

・ 維持管理上の公害防止基準値を０．０１ｎｇ-TEQ／㎥N以下にする。 

・ 測定結果は、年に４回報告する。  

 ⑦ 煙突から排出される排ガス中のばい煙排出量又は濃度 

・ 測定位置は、１号系及び２号系の煙突中間部で、計測する。 

・ 測定項目、測定頻度等は、別表１のとおり 

・ 維持管理上の公害防止基準値は、別表１の太線枠内のとおりとする。 

           

別表１ 排ガス中のばい煙排出量又は濃度の測定項目、測定頻度及び維持管理上の公害防止基準等 

測定項目 測定頻度 
法令規制値及び公害防止基準値 

摘   要 
単位 法令規制値 公害防止基準値 

硫黄酸化物 

４回／年 

㎥Ｎ／ｈ ※ ― Ｋ値規制１７．５ 

ｐｐｍ ― ５以下 
酸素濃度１２％換

算値 

ばいじん ｇ／㎥Ｎ ０．１５以下 ０．００５以下 
酸素濃度１２％換

算値 

塩化水素 ｐｐｍ ４３０以下 １０以下 
酸素濃度１２％換

算値 

窒素酸化物 ｐｐｍ ２５０以下 ４０以下 
酸素濃度１２％換

算値 

※ 硫黄酸化物の基準値は、Ｋ値規制（地域規制）が総量規制のため、排出ガス温度、排出ガス 

量及び排出ガス流速により変化する。 

 

⑧ 固形燃料及び固形燃料保管設備内に係る記録については、該当しない。 

 

３ 維持管理情報 

  ごみ処理施設の維持管理情報は、別添の維持管理情報報告書のとおりとする。 

  なお、維持管理情報については、１号系及び２号系の炉ごとの報告となる。 

 


